
以下、「文献について」「本文の引用の仕方について」は参考資料であり、センター紀要の書

式を資料どおりに統一するものではありません。所属する学会等がありましたら、当該学会
の投稿規程等に準じて記載いただければ結構です。 
 
なお、以下の資料は、「『特殊教育学研究』和文論文執筆の手引き」日本特殊教育学会 より
抜粋しています。 
 
 
 
 
文献について（参考資料） 
１．引用文献 

本文において引用されたすべての文献を、著者名のアルファベット順に論文の後に
「引用文献」として一括して記載する。同一著者の複数の文献は発行年順とする。同一
著者による同一年の文献が含まれる場合は、発行年の後に小文字のアルファベットを
付けて区別する。 

２．参考文献 
本文中に引用はしていないが論文内容と密接に関連し、特に紹介すべきであると考

えられる文献については、「参考文献」として、「引用文献」の後に同様に一括して記載
する。著書については、頁数の記入はなくてもよい。 

３．引用文献および参考文献の書式 
(1) 雑誌：著者名 (西暦年) 題目．雑誌名，巻数(必要な場合は号数)，開始頁－終了頁． 
(2) 著書：著者名（西暦年）書名．出版社，出版地，開始頁－終了頁(必要な場合)． 
(3) 分担執筆：著者名（西暦年）章題．編者名（編），書名．出版社，出版地，開始頁－

終了頁． 
(4) 訳書：原著者名（西暦年）原書名．出版社，出版地，訳者名（西暦年）書名．出版社， 

開始頁－終了頁（必要な場合）． 
※ 欧文の書名（原書名）および雑誌名は斜体（イタリック）とする。 
※ 和文著書の場合、出版地は省略する。 

４．インターネット上の情報の引用：インターネット上の情報の引用はできるだけ避け，同
一の資料が紙媒体でも存在する場合は，紙媒体のものを出典とすることを原則とする。
ただし，インターネット上の情報を引用する場合には，その出典を明記するとともに，
Web 上からの削除が予想されるので，必ずコピーをとって保管し，編集委員会からの
請求があった場合，速やかに提出できるようにする。 

書式：著者名（西暦年）資料題名．サイト名，アップロード日，URL（資料にアク 
セスした日）． 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



本文中の引用の仕方について（参考資料） 
著者名の省略は避け、全員の名前を明記する。ただし、著者が３名以上である場合は初出時
のみ全員の名前を明記し、その後は「（筆頭著者名）ら」（欧文の場合は「（筆頭著者名）et  
al.」）と記す。著者が複数の場合、著者名の連記は以下の例に従うこととする。 
（１）文中の場合 

例：◎山田・田中（1981）および佐藤（1980）は･･･ 
◎佐藤・山田・中川・大川（1963）は･･･。･･･佐藤ら（1963）･･･。 
◎Sturges and Martin (1974) は･･･。（&記号は用いない。著者が２名の場合、 and 

の前に（,）を入れない。 
◎Wallach, Newman, and Rosenzweig (1974)は･･･。･･･Wallach et al. (1974)による

と･･･。（著者が３名以上の場合、and の前に（,）を入れる） 
（２）文末などの（ ）内の場合 

例：◎･･･と指摘されている（佐藤, 1980; 山田・田中, 1981）。 
◎･･･と指摘されている（Wallach, Newman, & Rosenzweig, 1974; ･･･）。 

※ &の記号を用いる。 
※ 引用文献が複数の場合は半角セミコロン（;）で連ねる。 
※ カッコ内の引用順は、論文末にあげる引用文献の順に準ずる。 

（３）その他 文献研究等ではつぎの表記とする。 
例：◎･･･と指摘されているが（Martens [1965] 56）、これを否定する見解もある (Farrell 

[1970] 121)。 


